
　

ラ
オ
ス
は
も
と
も
と
地
方
の
自
律
性

が
高
く
、
歴
史
的
に
も
中
央
集
権
を
達

成
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ラ
オ
ス
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
フ
ォ
ッ

ク
ス（M

artin Stuart-Fox

）は
、
一
九

七
五
年
の
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党（
以
下
、

党
）
に
よ
る
権
力
争
奪
後
も
、
驚
く
べ

き
度
合
い
で
県
の
自
律
性
が
高
か
っ
た

と
指
摘
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

し
た
が
っ
て
、
建
国
後
の
課
題
の
ひ

と
つ
は
近
代
国
家
と
し
て
、
ま
た
、
一

党
支
配
体
制
国
家
と
し
て
、
地
方
を
統

合
し
中
央
集
権
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
鍵
と
な
っ
た
の
が

党
支
配
体
制
の
整
備
で
あ
る
。
一
党
支

配
体
制
を
敷
く
党
に
と
っ
て
、
党
組
織

を
全
国
に
整
備
し
地
方
を
党
の
管
理
下

に
置
く
こ
と
は
、
統
治
そ
の
も
の
に
影

響
を
お
よ
ぼ
す
重
要
な
問
題
と
い
え

る
。

　

本
稿
は
、
建
国
か
ら
こ
れ
ま
で
党
が

ど
の
よ
う
に
支
配
体
制
を
確
立
し
て
き

た
か
を
、
地
方
管
理
体
制
の
構
築
過
程

を
跡
づ
け
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
試

み
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
二
つ
の
課
題

を
設
定
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
党
中
央
が

地
方
を
管
理
下
に
置
く
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ

ま
で
何
が
地
方
管
理
体
制
を
規
定
し
て

き
た
の
か
そ
の
要
因
を
探
る
こ
と
で
あ

る
。

●
建
国
後
の
地
方
管
理
体
制

　

ま
ず
、
建
国
後
の
地
方
管
理
体
制
を

確
認
し
よ
う
。
図
1
は
、
建
国
後
の
行

政
制
度
を
示
し
て
い
る
。
建
国
前
の
一

九
七
五
年
一
一
月
に
地
方
議
会
選
挙
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
行
政
機
関
と
し
て

人
民
行
政
委
員
会
が
議
員
の
互
選
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
（
参
考
文
献
②
）。
委

員
会
の
下
に
は
部
門
（
セ
ク
タ
ー
）
組

織
（
財
務
課
や
保
健
課
等
）
が
置
か
れ
、

中
央
の
省
は
こ
れ
ら
の
地
方
部
門
組
織

に
対
し
専
門
技
術
分
野
に
つ
い
て
の
み

指
導
を
行
い
、
そ
の
他
の
権
限
は
人
民

行
政
委
員
会
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（
参
考
文
献
③
）。
つ
ま
り
、
地
方

部
門
組
織
は
中
央
と
地
方
に
「
二
重
に

従
属
」
す
る
が
、
中
央
集
権
と
は
反
対

に
、
地
域
の
管
理
を
よ
り
強
く
受
け
る

「
地
域
別
管
理
体
制
」
が
構
築
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
大
き
く
二
つ
の
理

由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
は
党
へ
の
信

頼
醸
成
で
あ
る
。
党

が
権
力
を
掌
握
す
る

過
程
で
多
く
の
人
々

が
国
外
に
脱
出
し
、

特
に
都
市
住
民
や
一

部
少
数
民
族
の
間
に

新
体
制
へ
の
不
安
が

拡
が
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
党
は
地
方
議
会

選
挙
を
行
い
民
主
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
信

頼
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
革
命
の
正
統
化
で
あ
る
。
王

制
の
廃
止
と
人
民
民
主
共
和
国
の
建
国

を
決
定
し
た
一
九
七
五
年
一
二
月
の
全

国
人
民
代
表
者
大
会
の
参
加
者
は
、
左

派
組
織
と
共
に
県
議
会
議
員
か
ら
選
出

さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
、
④
）。

つ
ま
り
、
地
方
議
会
選
挙
は
革
命
そ
の

も
の
に
正
統
性
を
付
与
し
た
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
党
支
配
成
立
後
、
安

易
に
議
会
や
人
民
行
政
委
員
会
を
廃
止

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
機
関
を
管
理
す
る
の
は
各

県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
県
党
執
行
委
員

会
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
制
度
的
に
は
、

党
中
央
は
県
党
執
行
委
員
会
を
通
じ
て

財
務
省

農
林
省

保
健
省

教
育
省

県人民行政委員会 県人民議会

政　府

人　民

財
務
課

農
林
課

保
健
課

教
育
課

間
接
的
関
係

選
　
挙

議員による互選

…

図1　建国直後の行政制度：県の事例

（出所）筆者作成。
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地
方
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
当
時
は
、
現
在
の
よ
う
に

党
中
央
執
行
委
員
（
以
下
、
党
中
央
委

員
）
が
県
党
書
記
を
兼
任
す
る
こ
と
は

稀
で
あ
り
、
県
党
書
記
の
多
く
は
地
元

出
身
者
、
地
元
出
身
の
少
数
民
族
、
ま

た
は
、
出
身
地
は
異
な
る
が
勤
務
地
で

の
活
動
経
験
が
長
い
人
物
で
あ
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
地
元
に
権
力
基
盤
を

置
く
人
達
で
あ
る
。
筆
者
の
手
元
の
資

料
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
、
一
九
七

六
年
時
点
の
全
一
三
県
中
八
県
の
県
党

書
記
の
内
、
党
中
央
委
員
が
兼
任
し
て

い
た
の
は
わ
ず
か
二
県
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
建
国
後
は
党
中
央
と
県
党
書
記

の
結
び
付
き
は
非
常
に
弱
く
、
党
中
央

が
県
党
書
記
を
通
じ
て
地
方
を
管
理
す

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
い
え
る
。
同

じ
こ
と
は
県
人
民
行
政
委
員
長
に
つ
い

て
も
あ
て
は
ま
る
。一
九
七
六
年
当
時
、

県
人
民
行
政
委
員
長
を
兼
任
し
て
い
た

党
中
央
委
員
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

　

党
が
地
域
の
権
力
者
や
少
数
民
族
を

登
用
し
た
の
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
理

由
が
あ
る
。
第
一
は
、
党
支
配
の
安
定

と
国
家
統
合
で
あ
る
。
建
国
後
、
反
体

制
活
動
が
続
き
支
配
が
安
定
し
な
い
状

況
が
続
い
た
。
そ
の
た
め
党
支
配
を
安

定
さ
せ
る
に
は
、
地
域
指
導
者
や
少
数

民
族
幹
部
を
党
体
制
に
取
り
込
む
必
要

が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
二
は
、
地
域

や
少
数
民
族
指
導
者
へ
の
「
報
酬
」
で

あ
る
。
内
戦
時
、
左
派
革
命
勢
力
の
活

動
は
少
数
民
族
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
彼

ら
は
見
返
り
と
し
て
国
政
で
の
役
割
を

約
束
さ
れ
て
い
た
（
参
考
文
献
⑤
）。

し
た
が
っ
て
建
国
後
、
中
央
の
人
間
を

恣
意
的
に
地
方
に
派
遣
す
れ
ば
、
新
体

制
へ
の
反
発
を
招
く
恐
れ
が
あ
っ
た
。

● 

党
支
配
体
制
の
整
備
と
経
済
管

理
体
制
の
関
係

　

党
が
地
方
管
理
体
制
の
整
備
に
着
手

す
る
の
は
、
経
済
管
理
体
制
の
構
築
が

課
題
に
な
っ
た
一
九
七
七
年
か
ら
で
あ

る
。
党
は
戦
後
復
興
を
目
指
す
た
め
、

一
九
七
七
年
二
月
の
第
二
期
党
中
央
執

行
委
員
会
第
四
回
総
会
（
以
下
、
第
二

期
四
中
総
）
に
お
い
て
、
地
方
の
経
済

開
発
を
優
先
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

た
だ
し
こ
れ
は
、
地
方
が
自
由
に
行
動

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
も
と

も
と
自
律
性
の
高
い
地
方
に
自
由
裁
量

権
を
与
え
て
は
、
国
家
と
し
て
統
一
的

な
開
発
は
行
え
ず
戦
後
復
興
も
ま
ま
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
、
地
方
は
党
中
央
や

政
府
の
統
一
的
指
導
下
で
「
主
体
性
」

を
発
揮
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
参

考
文
献
⑥
）。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、

い
か
に
「
地
域
別
管
理
体
制
」
の
中
で

中
央
の
管
理
を
強
化
す
る
か
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
革
命
の
正
統
性
を
維
持

す
る
た
め
、「
地
域
別
管
理
体
制
」
を

す
ぐ
に
変
更
で
き
な
い
以
上
、
中
央
に

よ
る
地
方
へ
の
統
一
的
指
導
を
確
保
す

る
に
は
、
曲
が
り
な
り
に
も
全
国
に
設

置
さ
れ
て
い
た
党
組
織
を
活
用
す
る
以

外
な
か
っ
た
。
特
に
、
地
方
の
要
で
あ

る
県
へ
の
管
理
強
化
が
重
要
な
意
味
を

持
ち
始
め
た
の
で
あ
る
。

●
党
中
央
管
理
体
制
の
構
築

　

党
中
央
に
よ
る
県
へ
の
管
理
と
い
っ

た
場
合
、
図
2
の
よ
う
に
二
つ
の
管
理

体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
⑴
党
中

央
に
よ
る
県
党
執
行
委
員
会
へ
の
管
理

と
、
⑵
県
党
執
行
委
員
会
に
よ
る
人
民

行
政
委
員
会
へ
の
管
理
で
あ
る
。

　

⑴
に
つ
い
て
は
、
党
中
央
委
員
を
県

党
書
記
に
派
遣
す
る
こ
と
で
徐
々
に
整

備
さ
れ
た
。
一
九
八
一
年
、
党
政
治
局

は
決
議
第
一
〇
号
を
公
布
し
、
能
力
の

あ
る
党
中
央
委
員
を
下
級
の
党
書
記
に

任
命
す
る
方
針
を
示
し
た
（
参
考
文
献

⑦
）。
こ
れ
以
降
、
党
書
記
の
異
動
が

順
次
行
わ
れ
、
一
九
八
四
年
時
点
で
、

一
七
特
別
市
・
県
の
内
、
判
明
し
て
い

る
だ
け
で
八
特
別
市
・
県
に
お
い
て
党

中
央
委
員
が
県
党
書
記
を
兼
任
し
て
い

た
。
八
人
中
四
人
は
人
民
行
政
委
員
長

も
兼
任
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
多
く

の
異
動
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七

九
年
の
第
二
期
党
中
央
執
行
委
員
会
第

七
回
総
会
で
「
新
経
済
管
理
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
が
導
入
さ
れ
、
全
国
統
一
的
な
経

済
管
理
が
一
層
必
要
に
な
り
、
ま
た
、

地
方
幹
部
の
多
く
が
党
政
治
理
論
学
校

で
の
学
習
を
終
え
（
参
考
文
献
⑧
）、

地
方
に
党
中
央
の
政
策
が
浸
透
し
始
め

て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
八
七
年
に
は
、
党
中
央
委
員
と

県
党
書
記
の
兼
任
は
一
一
人
に
増
え

た
。
そ
の
全
員
が
人
民
行
政
委
員
長
を

兼
任
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
民
行

政
委
員
長
を
兼
任
す
る
党
中
央
委
員
の

数
も
一
一
人
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

一
九
八
〇
年
代
中
頃
に
は
、
党
中
央
委

員
を
県
党
書
記
や
人
民
行
政
委
員
長
に

派
遣
す
る
こ
と
で
、
地
方
を
管
理
す
る

体
制
が
整
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
⑵
に
つ
い
て
は
、
主
要
セ
ク

タ
ー
や
郡
の
長
に
県
党
執
行
委
員
を
充

（2）

党中央

県党執行委員会

政　府

（1）

県人民行政委員会

図2　党による地方管理体制

（出所）筆者作成。
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て
る
こ
と
で
整
備
さ
れ
た
。
一
九
七
九

年
当
時
、県
党
執
行
委
員
一
五
六
人
中
、

五
五
人
が
小
学
校
一
、
二
年
生
レ
ベ
ル

（
読
み
書
き
が
で
き
る
程
度
）
で
あ
り

（
参
考
文
献
⑨
）、
国
家
運
営
を
担
え
る

人
材
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

党
執
行
委
員
会
に
よ
る
直
接
管
理
は
重

要
部
門
に
限
定
し
、
そ
の
他
部
門
は
党

員
に
関
係
な
く
能
力
の
あ
る
人
材
を
起

用
し
た
の
で
あ
る
。
重
要
分
野
と
は
具

体
的
に
、
政
治
、
公
安
、
軍
事
分
野
の

他
、
計
画
、
財
務
、
農
林
生
産
等
の
経

済
部
門
、
ま
た
下
級
の
郡
の
党
書
記
等

幅
広
い
。
事
実
、
一
九
八
三
年
の
ボ
ケ

オ
県
や
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
県
の
党
執
行

委
員
会
や
人
民
行
政
委
員
会
名
簿
を
み

る
と
、
県
党
執
行
委
員
が
主
要
セ
ク

タ
ー
の
長
や
郡
党
書
記
を
兼
任
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

つ
ま
り
一
九
八
〇
年
代
前
半
か
ら
中

頃
に
か
け
て
、
党
中
央
に
よ
る
県
へ
の

管
理
体
制
が
曲
が
り
な
り
に
も
整
い
始

め
た
の
で
あ
る
。

● 

基
層
レ
ベ
ル
に
お
け
る
党
管
理

体
制
の
強
化
：
開
発
村
グ
ル
ー
プ

（
ク
ム
バ
ー
ン
・
パ
ッ
タ
ナ
ー
）

　

こ
れ
ま
で
は
、
党
中
央
に
よ
る
県
へ

の
管
理
体
制
が
構
築
さ
れ
る
過
程
を
跡

づ
け
た
。
次
に
、
基
層
レ
ベ
ル
の
管
理

体
制
に
つ
い
て
み
よ
う
。
末
端
の
管
理

を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
党
が
基
層
レ
ベ
ル
の
管
理
体
制

を
本
格
的
に
強
化
す
る
の
は
、
貧
困
削

減
に
取
り
組
む
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
で

あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
六
月
八
日
、
包
括
的
な

基
層
開
発
政
策
と
し
て
、「
村
建
設
お

よ
び
開
発
村
グ
ル
ー
プ
建
設
に
関
す
る

政
治
局
命
令
第
〇
九
号
」
が
公
布
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
小
規
模
な
村
々
を
合
併

し
、
か
つ
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
、

国
防
と
治
安
維
持
、
ま
た
経
済
・
社
会

開
発
に
お
い
て
末
端
の
総
合
力
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
近
隣
同
士
の
二
〜
三
の
村
を
合

併
し
大
規
模
村
を
建
設
し
た
う
え
で
、

五
〜
七
村
を
統
合
し
ひ
と
つ
の
開
発
村

グ
ル
ー
プ（
以
下
ク
ム
バ
ー
ン
と
記
す
）

を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
（
参
考
文
献

⑩
）。
現
在
、
こ
の
ク
ム
バ
ー
ン
が
党

の
末
端
管
理
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
で
は
、
ク
ム
バ
ー
ン

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
末
端
を
管
理

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
サ
ワ
ン
ナ

ケ
ー
ト
県
カ
イ
ソ
ー
ン
・
ポ
ム
ヴ
ィ

ハ
ー
ン
郡
（
以
下
、
カ
イ
ソ
ー
ン
郡
）

の
例
を
み
よ
う
（
図
3
）。

　

中
部
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
の
県
庁
所

在
地
で
あ
る
カ
イ
ソ
ー
ン
郡
で
は
、
二

〇
一
〇
年
八
月
現
在
、
六
七
の
村
が
一

三
の
ク
ム
バ
ー
ン
に
わ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
郡
党
常
務
委
員
七
名
が

そ
れ
ぞ
れ
一
〜
二
の
ク
ム
バ
ー
ン
の
責

任
者
と
な
り
、
総
合
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
。
郡
党
常
務
委
員
会
と
は
郡
レ
ベ

ル
の
党
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
各
ク
ム
バ
ー
ン
の

開
発
政
策
や
方
針
の
詳
細
を
決
定
す
る

の
は
、
郡
に
設
け
ら
れ
た
政
治
基
層
建

設
・
農
村
開
発
委
員
会
（
以
下
、
基
層

建
設
委
員
会
）
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会

は
ク
ム
バ
ー
ン
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
カ
イ
ソ
ー
ン
郡
に
は
一
三
の

基
層
建
設
委
員
会
が
あ
る
（
参
考
文
献

⑪
）。
委
員
会
に
は
、
ク
ム
バ
ー
ン
が

重
点
開
発
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、郡
の
セ
ク
タ
ー
職
員
が
多
く
入
り
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
、
ク
ム
バ
ー
ン
を

構
成
す
る
村
の
代
表
が
委
員
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
委
員
長
だ
け
は
郡
党
執

行
委
員
が
務
め
て
い
る
。
こ
れ
は
一
三

の
委
員
会
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

実
際
に
ク
ム
バ
ー
ン
を
管
理
す
る
の

は
、
ク
ム
バ
ー
ン
に
設
置
さ
れ
た
基
層

党
委
員
会
で
あ
り
、
党
書
記
は
郡
党
執

行
委
員
が
務
め
て
い
る
。
党
委
員
会
以

外
に
は
、
軍
と
警
察
組
織
が
ク
ム
バ
ー

ン
に
常
駐
し
、
他
の
セ
ク
タ
ー
は
必
要

…

…

…クム1政治基層建設・
農村開発委員会

クム1

クム2政治基層建設・
農村開発委員会

クム2

郡党執行委員会

郡党常務委員会

郡党書記・郡長

クム3政治基層建設・
農村開発委員会

クム3

クム4政治基層建設・
農村開発委員会

クム4

村党単位

村委員会

村党単位

村委員会

村党単位

村委員会

村党単位

村委員会

クムレベル

郡レベル

クム基層党委員会
党書記（郡党執行委員）
副書記1～2名
委員数名 保

　
健

農
　
業

軍
警
　
察

図3　カイソーン・ポムヴィハーン郡におけるクムバーン管理体制

（出所）筆者作成。
（注）破線で囲われた組織は必ず設置されているものではない。
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に
応
じ
て
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
当

然
、
軍
や
警
察
は
ク
ム
バ
ー
ン
の
治
安

維
持
や
人
の
管
理
を
担
っ
て
い
る
。

　

図
3
か
ら
は
、
ク
ム
バ
ー
ン
が
郡
党

常
務
委
員
、郡
党
執
行
委
員
、ク
ム
バ
ー

ン
基
層
党
委
員
会
の
三
重
の
管
理
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、

郡
や
警
察
も
常
駐
し
構
成
村
を
管
理
す

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
筆
者
が
郡
官

房
に
行
っ
た
聞
き
取
り
で
は
、
ク
ム

バ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
、
か
つ
党
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
末
端
の
村
を

効
率
的
に
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
利
点
と
し
て
あ
げ
て
い
た
。

●
お
わ
り
に

　

党
は
当
初
、
党
支
配
安
定
の
た
め
に

「
地
方
分
権
的
」
な
制
度
を
構
築
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
党
が
本
格
的
に
地

方
管
理
体
制
の
構
築
に
着
手
す
る
の

は
、
中
央
に
よ
る
経
済
管
理
が
必
要
に

な
る
一
九
七
七
年
以
降
で
あ
る
。
中
央

管
理
下
で
の
地
方
の
経
済
開
発
、
ま
た

「
新
経
済
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
導
入

に
よ
り
、
地
方
へ
の
中
央
管
理
体
制
を

整
え
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
党

は
、
党
中
央
委
員
を
県
党
書
記
に
任
命

す
る
こ
と
で
、
県
党
執
行
委
員
会
へ
の

管
理
体
制
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
県
党

執
行
委
員
を
重
要
セ
ク
タ
ー
や
下
級
の

郡
の
長
に
任
命
す
る
こ
と
で
、
行
政
や

下
級
へ
の
管
理
も
確
立
し
た
。
一
九
八

〇
年
代
中
頃
ま
で
に
は
、
党
中
央
に
よ

る
県
へ
の
管
理
体
制
が
基
本
的
に
整
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
り
、貧
困
削
減
が
課
題
に
な
る
と
、

党
は
基
層
レ
ベ
ル
の
管
理
体
制
強
化
に

乗
り
出
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が

ク
ム
バ
ー
ン
建
設
で
あ
っ
た
。つ
ま
り
、

党
の
地
方
管
理
体
制
は
、
経
済
政
策
の

変
遷
や
経
済
管
理
体
制
の
構
築
と
密
接

に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
か
つ
、
長
い
時

間
を
か
け
て
整
備
さ
れ
て
き
た
と
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
経
済
政
策

や
経
済
管
理
体
制
が
変
化
す
れ
ば
、
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
、
党
の
地
方
管
理
体

制
も
何
ら
か
の
修
正
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
ク
ム
バ
ー
ン

の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
党
に
よ
る

地
方
管
理
は
む
し
ろ
強
化
さ
れ
る
方
向

に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
や
ま
だ　

の
り
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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